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六甲台から見えた六甲道火災地区Ｅａｓｔ ＫＯＢＥ
1995Ｊａｎ17 am6；00 from my home



六甲台から見えた六甲道火災地区 East KOBE
1995Jan17 am７：００ from my home



六甲台から見えた六甲道火災地区
1995Jan17 am８：００ from my home



きんもくせい通り協調住宅
神戸市灘区楠丘町

Before Earthquake CO-PLAN



きんもくせい通り協調住宅
神戸市灘区楠丘町

After Earthquake CO-PLAN



My office of CO-PLAN / East KOBE



Now new CO-PLAN



Near my office/ East KOBE



Now



East KOBE Rokko-michi JR stn.



震災復興市街地再開発事業
六甲道南地区 East KOBE Rokkou-michi JR stn. south



Now



Opening Ceremony



Sannomiya / Cental KOBE



Cental KOBE Now



EIKOU Church
／ Cental KOBE



Now New Church



West KOBE Shin-Nagata JR stn.



West KOBE 
Shin-Nagata
JR stn. South
Re-development
Recovery
Project



Total Plan



Now



West-Kobe Nagata-ku Takatori



Now



Matyumoto / West KOBE



After Earthqake, Matsumoto distriｃｔ



Now



ＨＡＴ ＫＯＢＥ Ｎｏｗ



PORT of KOBE NOW



被災度別建物分布状況図・全体
1995年2月1日～9日１次、2月10日～3月13日2次調査



神戸市復興計画／めざすべき街の姿を

神戸市の復興計画（1995年6月30日発表）
3月27日に発表された「復興計画ガイドライン」に基づく「安心・活力・魅
力と協働」を復興目標に、2005年までの10年計画

「安全都市づくり」
防災生活圏、防災都市基盤（防災緑地軸・防災拠点・ライフラインネット
ワーク）、防災マネージメント

「市街地復興計画」
都心６・東部５・西部７の計18復興プロジェクト

「シンボルプロジェクト」
震災以前から計画が進行していた東部新都心（HAT神戸）計画を筆頭に、重
要で緊急的な計画17



シンボルプロジェクト

５.東部新都心計画

17 のシンボルプロジェクト
市民のすまい再建プラン
安全で快適な市街地の形成
21 世紀に向けた福祉のまちづくり
安心ネットワーク
東部新都心計画
神戸企業ゾーン整備構想
中国・アジア交流ゾーン構想
21 世紀のアジアのマザーポートづくり
国際性、近代性などの特色を生かした
神戸文化の振興

多重性のある交通ネットワークの形成
次世代の情報通信研究のための基盤整備

[KIMEC 構想の推進] 
地域防災拠点の形成
みずとみどりの都市づくり
海につながる都心シンボルゾーンの整備
災害に強いライフラインの整備
災害文化の継承
災害科学博物館および20 世紀博物館群
構想の推進





神戸市市街地復興計画
復興プロジェクト位置図



復興都市計画の枠組み
Framework of Recovery Plan

●復興都市構造計画 Structure Plan 

↓

●復興都市地域計画 Regional Plan

↑

●復興都市計画支援 Support System



●復興都市地域計画

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓

┃ ●復興都市地域計画 ┃

┃ 《地域構成計画－まちづくり計画》 ┃

┃ 復興重点地区計画［アクションエリア］ ┃

┃ →区画整理・再開発事業地区 ┃

┃ 復興拠点地域計画［プログラムエリア］ ┃

┃ →重点復興地域 ┃

┃ 復興再生区域計画［リハビリテーションエリア］ ┃

┃ →震災復興促進区域 ┃

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛



復興市街地整備事業地区位置図



神戸市重点復興地域と都市構造計画
（基図は被災地図）

震災復興促進区域

重点復興地域

都市計画事業地区



復興都市計画のプロセス
／事業→計画→構想

突然の非常事態においては、平常の「構想→計画→事業」と
いうプロセスは逆転する。まず、緊急の地区事業が決定し、
市街地の整備計画や道路・港湾・住宅など各部門計画が決ま
り、その後にやっと都市全体の復興構想が組み立てられる。

阪神大震災でも、復興に向けてすぐさま覚悟すべき劇甚被災地区への都市計画事業
が、まず決意された。

次いで、被災市街地整備のための重点復興地域指定や公営住宅建設を中心とする住

宅整備緊急３か年計画など、さまざまな部門計画が決められ、それらの総体として

の震災復興計画が約半年後に策定発表された。

具体的計画から抽象的計画へ、部門別計画を全体計画が後を追うというプロセスで
ある。



復興都市計画の枠組み
／構造計画→地域計画←計画支援

震災復興都市計画は市街地の地域計画が中心である。
1. 土地区画整理事業と市街地再開発事業を前提としたアクションエリアである重点地

区

2. 震災復興の拠点での重点復興地域（プログラムエリア）

3. 広く被災市街地全体の再生（リハビリテーション）をカバーする震災復興促進区域

既存の都市計画手法を前提とした市街地の地域計画が復興の中枢
である。

それを支える都市的な構造計画によって、全体的な都市構造から
のチェックをする。

そうした地域（構成）計画を実現するためのソフトな計画支援が
必要不可欠である。



Community Support(一緒にまずすること)
ガレキに花を／市街地緑花再生プロジェクト
Frower Project in debris

阪神大震災４か月後の1995年5月末、ガレキ
を耕して花の種をまいた。暑い夏を耐えて
秋に咲いた。

倒壊した家々が続く灘区楠丘・芦屋市津知
では紅・桃・白や黄花コスモスが。全13箇
所、約5000平方メートルであった。

灰燼と帰した長田区大道・鷹取では大輪の
ロシアヒマワリや可憐な銀葉ヒマワリが。



ガレキに花を／市街地緑花再生プロジェクト
灘区楠丘地区のコスモス Flower Project



ガレキに花を／市街地緑花再生プロジェクト
灘区楠丘地区のコスモス Flower Project



ガレキに花を／市街地緑花再生プロジェクト
灘区楠丘地区のコスモス Flower Project



ガレキに花を／市街地緑花再生プロジェクト
灘区楠丘地区のコスモス Flower Project



ガレキに花を／市街地緑花再生プロジェクト
灘区楠丘地区のコスモス Flower Project



ガレキに花を／
市街地緑花再生
プロジェクト
Flower Project

芦屋のポピー
（第2期）



ガレキに花を／市街地緑花再生プロジェクト
長田区野田北部地区のヒマワリFlower Project



ガレキに花を／市街地緑花再生プロジェクト
長田区野田北部地区のヒマワリFlower Project



ガレキに花を／市街地緑花再生プロジェクト
長田区野田北部地区のヒマワリ



Community Support(集まって住む意味)
Collective Housing(ふれあい住宅）

Collective Housing とは、

協同の台所食堂や居間などコレクティブ
部分（単なる共用部分ではなく、私的空
間の一部を集めたもの）を持ち、

そこでのコレクティブ生活を前提とした
集合住宅である。

1999年4月までに阪神大震災被災地に10地
区341戸の復興公営住宅で建設・入居した



コレクティブ
ハウジング／
集まって住む意味

ふれあい空間の
イメージ



応急仮設住宅地

Temporary
Housing

西神第７仮設



応急仮設住宅

西神第７仮設

ふれあいセン
ター



コレクティブハウジング／集まって住む意味
片山住宅



コレクティブハウジング／集まって住む意味
片山住宅写真



コレクティブハウジング／集まって住む意味
県営コレクティブの概要



コレクティブ
ハウジング／
集まって住む意味
南本町住宅



コレクティブ
ハウジング／
集まって住む意味
大倉山住宅



コレクティブハウジングの協同室／兵庫県復興公営・大倉山ふれあい住宅



コレクティブハウジングの協同室／兵庫県復興公営・大倉山ふれあい住宅



コレクティブ
ハウジング

応援団の活動

ふれあい住宅
居住者交流会
と
ふれあいネット
レター



Gathering Space(場所力)
御蔵プラザ5／被災地復興に最も必要な場所
MIKURA Plaza 5

神戸市長田区の御蔵通5・6丁目は、阪神大震災で全焼し、区画整理
事業地区となった。住宅などを個々に再建するのではなく、敷地を
一箇所に集め「共同化」による再建が、多くの区画整理地区で進め
られており、御菅西地区では共同再建住宅「みくら５」が建設され
た。

１階に85㎡の「プラザ５」がある。そこでは、ふれあい喫茶、まち
づくり学習、お風呂・調理場・会場・宿泊、各種講習などが、「ま
ち・コミュニケーション」を中心とした地域NPO組織によって繰り広
げられているコミュニティプラザである。

個別では敷地が狭小すぎる場合や共同化ビルによる余剰床（保留床
）を処分することによる事業費補填などが、共同化のメリットであ
ろう（「みくら５」は結局、保留床なしの権利床のみの共同化とな
ったが）。

実はそれだけではなく、共同化は個々の権利者の合意形成が不可欠
な最も小さな「まちづくり」でもある。



御蔵プラザ5／被災地復興に最も必要な場所
御菅西地区震災復興土地区画整理事業みすが５位置図



御蔵プラザ5／みくら５と御蔵北公園



御蔵プラザ5／被災
地復興に最も必要
な場所

プラザ５はこんな
ところです



御蔵のプラザ５／御菅西震災復興区画整理地区の共同再建住宅みくら５協同スペース



御蔵集会所／香住町から漁師の家を移築

MIKURA Community Ceｎter Old House from KASUMI



Inside of MIKURSA Community Center



きんもくせい通り協調住宅
神戸市灘区楠丘町



茶店きんもくせい／震災共同再建住宅協同スペース（市民まちづくり支援ネットワーク）



Gathering Space(場所力)
芦屋だんだん畑／復興団地に住む被災者の場所
ASHIYA Rice Terrace

阪神大震災では、仮設住宅などの仮のすまいから、公営住宅
など恒久住宅への移動が、1998年４度目の春にピークを迎え
、本当のすまいへ移るとともに、もう一度新たな近隣関係を
再生創造していくことを被災者は余儀なくされた。
初めての鉄筋コンクリート造共同住宅への入居に備えること
に併せて、新たなコミュニティ再生のために、多くのところ
で事前の見学会や交流会など入居予定者事前交流事業が進め
られた。
そのきっかけは、芦屋市の南端の人工島に作られた南芦屋浜
復興公営住宅（県営414戸、市営400戸）におけるコミュニテ
ィ・アート計画の１年以上にわたる取り組みであった。７回
に及ぶ「暮らしのワークショップ」と、多くの支援アーティ
ストも参加した「アートワーク」が進められ、団地の住棟間
の緑地に「だんだん畑」が完成した。震災後に設置された新
たなタイプのギャザリング・スペースの代表であり、多くの
被災入居者の協同の暮らしを再生する場であった。



芦屋だんだん畑／復興団地に住むことになった
被災者の場所

ASHIYA Rice Terrace



南芦屋浜
コミュニティアート



南芦屋浜
コミュニティアート



南芦屋浜
コミュニティ
アート



芦屋だんだん畑／復興団地に住むことになった 被災者の場所
ASHIYA Rice Terrace
南芦屋浜復興公営住宅配置図と「だんだん畑」の場所

Minami-Ashiyahama Public housing for victims



南芦屋浜
コミュニティ
アート
Minami-
Ashiyahama
Community
Art



南芦屋浜
コミュニティ
アート

芦屋の
だんだん畑
ASHIYA 
Rice Terrace





「だんだん畑」のはたけ開き（1998年5月17日）







Network-Media(連帯と共有）
支援ネットワーク／復興市民まちづくりを支える
Suppoter’s Network

「阪神大震災復興市民まちづくり支援ネットワーク」は、震
災後10日目にできたネットワークで、被災地の復興に立ち向
かう市民まちづくりを支援していこうという「ゆるやかなつ
ながり」である。

支援ネットは復興市民まちづくりを支えるために、

5つの定常活動
１）ネットワーク連絡会議の開催

２）ネットワークニュース「きんもくせい」の発行

３）「復興市民まちづくり」(まち協ニュースなど合本)の編集・刊行

４）阪神・淡路ルネッサンスファンド(ＨＡＲ基金)の現地事務局

５）すまい・まちづくり人材センターの相談協力。

3つのプロジェクト活動
１）被害実態緊急調査

２）市街地緑花再生プロジェクト

３）コレクティブハウジング事業推進応援団。



支援ネットワーク／復興市民まちづくりを支える
阪神大震災復興市民まちづくり支援ネットワークの活動

12.3

4

5

2

3

1



支援ネットワーク／復興市民まちづくりを支える
被害実態緊急調査のコープラン会議（950129）



支援ネットワーク／復興市民まちづくりを支える
被害実態緊急調査結果



阪神大震災復興

市民まちづくり支援ネットワーク

～震災復興の市民によるまちづくりの支援～



震災復興におけるまちづくりネット

ワーク／中間組織

中間組織の重要性と支援・育成
個人・集団、個々に支援する人・ボランティア組織、専門家・地域の世話役など
多方面・多分野の活動が円滑・効果的に進むためには、それらを束ね、連絡し、
調整する中間組織・ネットワーク形態が重要な役割をもつ。

行政は中間組織には、自律性を尊重した間接的支援が重要である。

中間組織としてのネットワーク
阪神大震災において、震災復興に多くの中間組織・ネットワークが生まれた。
多くの活動が生まれれば、多くの中間組織・ネットワークが必要とされるための、
結果である。

事例・総合支援まちづくりネットワーク
・専門支援まちづくりネットワーク



総合支援まちづくりネットワーク

◆阪神大震災復興市民まちづくり
支援ネットワーク
被災地のまちづくりに、震災前から何
らかの関わりのあった都市計画家、建築
家、大学研究者ら約50人が、自らの手で
阪神・神戸のまちの復興に役立ちたいと
いう思いからできたネットワークである。
神戸東部市街地・神戸西部市街地・神戸
都心市街地に別れて、それぞれ世話人を
置き運営・統括にあたっている。

◆神戸復興塾
被災者の救援や被災地のまちづくりに
ボランティアとして関わるようになった
大学教員・研究者・医師・コンサルタン
ト・ＮＰＯ運動家・ジャーナリストなど
からなる自発的な団体で、本業を離れて、
しかもそれぞれの専門性を活かしながら
復興のありかたや具体的な支援策につい
て討論を重ね、「現場の知」の蓄積に努
めている。

◆阪神・淡路まちづくり支援機構
大震災被災住民の都市計画決定区域以外の

地域振興、まちづくりについて支援すること
を目的に、1996年９月４日設立された。構成
メンバーは専門家個人のほか、弁護士会を中
核に、税理士会、土地家屋調査士会、不動産
鑑定協会、司法書士会、建築士会、建築家協
会、建築士事務所協会などが参画。

◆神戸まちづくり協議会連絡会
神戸の「まちづくり協議会」の連絡会をつ

くろうと震災後数多く結成されたものも含め
て17地域の協議会が発起人となり、1996年７
月24日に33地域の連絡会が発足した。まちづ
くり協議会のみによる自主的な団体としてス
タートし、まちづくりに役立つ情報の交換を
活動の大きな柱としている。



◆阪神大震災復興市民まちづくり支援ネットワーク

950130 被災調査打合せ／西宮市民会館 950206 神戸市住宅打合せ／インテス

950204 住市総調査打合せ／OUR大阪 950304 神戸東部打合せ／長嶋事務所



専門支援まちづくりネットワーク

◆関西建築家ボランティア
震災後、建築家として何かをやらね

ばと大阪・神戸・京都・奈良で事務所
を主宰する、いわゆるアトリエ派の建
築家たちによって1995年１月25日に結
成され、略称「関ボラ」。東灘区魚崎
地区のまちづくり活動に参加。まちづ
くりシンポジウム開催、被災状況調
査・復興状況調査、多くの復興提案な
どを行っている。

◆ランドスケープ復興支援会議

（阪神グリーンネット）
1996年２月６日、緑のまちづくりを専門
とする人達が集まって、復興後の緑豊か
で安心・快適なまちをめざし、花や緑を
被災地に埋め込もうという集まりを開始
した。具体的には、被災地へ花や野菜の
苗を配布、緑に関する専門家の派遣、生
垣づくりの実践（移動式生垣も）など。

◆コレクティブハウジング事業推進

応援団
コレクティブハウジング（協同居住型集
合住宅）の事業化を推進するための普及
活動を進めている応援団。1995年９月21
日発足・第１回ミーティングを開催。都
市計画・建築関係者だけでなく、医療関
係者、仮設住宅支援ＮＧＯ、大学関係
者・学生、マスコミ関係者、行政関係者
など延べ70人以上が参加。



コレクティブハウジング事業推進応援団
（真野ふれあい住宅）



Network-Media(連帯と共有）
まちづくりニュース／情報共有のための自前メディア
Machizukuri News

住民・商店主・地域企業など多くの地域構成員の総合的統括的意向
集約が、市民参加のまちづくりであり、その基本はまちづくり情報
の共有化にある。

まちづくり協議会の活動や行政との交渉経緯などを広報し記録する
「まちづくりニュース」の発行は、そのために必要不可欠な活動で
あり、最も重要な情報ツールである。通常の状況でもそうであるか
ら、災害緊急対応時の「復興まちづくりニュース」の重要性はいう
までもなかろう。

市民まちづくりを支援する側でも、事情はほぼ同じで、自前のメデ
ィア・ニュースなどに対する重要性はもっと大きい。

まちづくり関係以上に多くのボランティア・情報・福祉などに関す
る素晴らしいネットワークも活躍している。市民活動の多重ネット
ワーク社会が，２１世紀の主要な社会像のひとつと思うが、震災と
いう不幸によって突然、被災地ではそれらを全国のだれよりも早く
手に入れてしまったのかもしれない。



まちづくりニュース
／情報共有のための
自前メディア

支援ニュース
きんもくせい
創刊号（950210）
KINMOKUSE



まちづくりニュース／情報共有のための自前メディア
各まちづくりニュースの合本「復興市民まちづくり」





小規模分散自律生活圏

１）震災ユートピア

･･･震災から学んだこと

２）コンパクトタウン

･･･小規模分散自律生活圏

３）自律と連帯

･･･企業活動世界から市民活動社会へ



1)震災ユートピア／震災から学んだこと
巨大なものはもろい

やってないことはできない

自分でできることを自分でする

↓
＜小規模分散自律生活圏の多重ネットワーク社会＞

自律生活圏＝まち住区、コンパクトタウン



2）コンパクトタウン
／小規模分散自律生活圏

近隣住区を超え、環境的にも地域経済としても自律
循環をめざし、自己決定できるコミュニティとして、
「自律生活圏（まち住区、コンパクトタウン）」の
確立こそが、住民主体のまちづくりのゴールであり、
災害に強い（うたれ強い）市街地の基本である。



自律連帯都市（コンパクトシティ）
環境と地域経済とコミュニティでつながっていく自律生活圏（コンパクトタウン）
の多重ネットワーク社会である自律連帯都市（コンパクトシティ）をめざす



自律生活圏（コンパクトタウン）
地域の環境（エコロジー）と経済（エコノミー）とコミュニティが
自律したまちを支える。



３)自律と連帯／企業活動世界から市民活動社会へ
･･･多重ネットワーク社会

20世紀の国際・企業中心の企業活動世界から、

21世紀の民際・市民中心の市民活動社会へ

環境・経済・地域の小規模、分散化

連鎖・多重ネットワーク化

＜小規模分散自律生活圏の多重ネットワーク社会＞



まちづくりにおけるＣＢＯとＮＰＯ

ＣＢＯ： Community Based Organization

地縁組織

コミュニティにおける

地域型（ＣＢＯ）と参加型（ＮＰＯ）のまちづくりの協調

地縁組織CBOであり、非営利組織NPOである

まちづくり協議会の役割 ＜地域力＞の蓄積

参加型まちづくり組織としての

まちづくりＮＰＯの役割 ＜市民力＞の向上



まちづくり協議会
●浜山地区まちづくり協議会 ●野田北部まちづくり協議会



まちづくり協議会の役割

神戸市のいわゆるまちづくり条例(1981年12

月制定）は、神戸市が住民組織としてのま

ちづくり協議会を認定すると、その地区に

おけるまちづくり構想の市長への提案権を

もち、合意すればまちづくり協定が結ばれ

る。



神戸市のまちづくり協議会システム



神戸市重点復興地域と都市構造計画
（基図は被災地図）



まちづくり協議会の位置
神戸市灘区の重点復興地域とまちづくり協議会



神戸市のまちづくり協議会システム



まちづくり協議会の位置（震災前）



震災後のまちづくり協議会

そうした背景を持つゆえに、震災後神戸市だけでも合

計100のまちづくり協議会が復興まちづくりに向けて

活動してきた。

とりわけ、震災以前からまちづくり活動のあった地区

では、震災直後から秩序だった将来を見据えた復興市

民まちづくり活動が直ちに始められている。

突然の緊急時には、常日頃の身に付いた活動（知識で

はなく文化として）がまことに重要な役割を果たす。



まちづくり協議会の位置（震災後）



まちづくり協議会の様子

芦屋市若宮地区の花壇づくり

神戸市野田北部地区のワークショップ



まちづくり協議会の様子

神戸市松本地区のせせらぎ清掃風景

西宮市甲子園一番町の地区計画決定・

公園完成記念風景





協働のまちづくり／まち協



復興まちづくりにおける取り組みの成果
／土井幸平委員

震災後10年、県下で活動中のまちづくり協議会は約300

を数える。その内訳は、概ね被災地黒地地域、同白地

地域、被災地外ともに約３分の１ずつである。

この間、県がひょうごまちづくりセンターを通じて

行った、「まちづくり支援事業」（復興・一般共）は、

約2,000件、総額約16億円である。その内訳は、被災地

1,500件、被災地外500件である。

「まちづくり協議会方式」は、被災地を越えて県下に

広く展開しつつある。「まちづくり支援事業」は、そ

の推進力としての役割を果たしている。



県下における「まちづくり協議会」の
年度別設立状況
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復興まちづくり支援事業の実績（件数）
ひょうごまちづくりセンター
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実現できなかった課題／土井委員

①被災直後における住民と行政の対立、
住民の合意形成に時間を要した

②「白地地域」におけるまちづくり活動
の低調

③復興まちづくり協議会から平常時まち
づくり協議会への移行の低調

④市町におけるまちづくり活動支援制度
の未整備



まちづくり協議会の取組み

まちづくり協議会の最重要な取り組みを３つ挙

げれば「安全・福祉・景観」のまちづくり（環

境改善運動）である。

それらに、常日頃から、市民が自律的継続的に

取り組んでいくことが重要である。



ＮＰＯ／ＮＧＯ



震災が生んだもの

まちづくり協議会→ 地域力

ふれあいセンター→ 場所力

コレクティブハウジング・芦屋だんだん畑

ボランティア・NPO→ 市民力

まちづくり
プラットホーム
(ゆるやかな集まり)

まちづくり
ネットワーク
(ゆるやかな繋がり)



まとめ－市民活動社会における合意形成
プラットフォームとネットワーク

「自律と連帯」を合言葉とする「市民活動社会」が21世紀の社会像である。

そこで繰り広げられる活動の総体が「市民まちづくり」であり、「地
域における、市民による、自律的継続的な、環境改善運動」と定義される。

その市民まちづくりの鍵を握るのが「まちづくり協議会」である。

市民活動社会の市民まちづくりにおける倫理的論理的な社会基盤は「合意形
成」であり、まちづくり協議会は、そうした合意形成のための、住民を主体
とする集まり・機会・場「フラットなプラットフォーム」であり、住民を中
心とした自律的で連帯した市民組織である。あるいは、あるべきである。

また、それらの自律的な活動が連帯し、支援も含めたネットワーク化が、最
大のポイントである。
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